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二
三
を
患
者
言
霊
聖
箪
む

中
心
施
設
は

宮
の
下
跡
地
、

約
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

ス
ポ
ー
ツ
広
場

ふ
る
さ
と
の
丘
整
備
事
業
は
、
計
画

面
積
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
事
業
費
約
三

十
億
円
、
事
業
年
度
三
か
年
と
い
う
大

き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
自
然
に
恵

ま
れ
た
町
中
央
部
の
丘
陵
地
を
、
遠
賀

川
河
川
敷
公
園
と
一
体
と
な
っ
た
ス
ポ

ー

ツ

・

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

ゾ

ー

ン

と

し
て
整
備
し
、
魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り

を
し
よ
う
と
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
内
容
は
、
ス

ポ
ー
ツ
広
場
の
整
備
、
自
然
展
望
広
場

の
整
備
、
青
少
年
野
外
活
動
施
設
の
整

備
の
三
事
業
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
全
体
構
想
を
検
討
す
る
た
、
め
に
「
整

ｔ
備
計
画
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
て

こ
の
計
画
の
中
心
と
な
る
の
は
、
ス

ポ
ー
ツ
広
場
の
整
備
で
す
。
宮
の
下
社

宅
跡
地
一
帯
①
約
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷

（

地
に
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

弓
道
場
、
プ
ー
ル
、
管
理
棟
、
駐
車
場

な
ど
を
建
設
す
る
計
画
で
、
最
大
時
の

利
用
者
は
約
千
三
百
人
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。ま
た
、
豊
前
坊
山
な
ど
自
然
緑
地
に

は
、
散
策
路
や
展
望
広
場
を
設
け
、
家

族
連
れ
で
自
然
に
親
し
む
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備
す
る
計
画

で
す
。町
で
は
こ
の
整
備
計
画
を
も
と
に
、

今
後
、
議
会
で
の
審
議
や
、
関
係
機
関

と
の
協
議
を
行
い
、
具
体
的
な
計
画
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

●おもな施設の計画

多目的グラウンド（野球・ソフ

2．テニスコート　　4面

3．弓　道　場　　等か所（近的競技用）

4．プ　ー　ル　1か所（50ｍ）

5．管　理

6．駐　車　場　　224台

7．修養施設　　苧供の遊び場

8．ふれあい広場　1か所

9．野外活動施設　　散策路・展望広場



一ヽ遅
れ
て
い
る

公
園
整
備
を

ふ
る
さ
と
事
業
で

大
胆
に
展
開

水
巻
町
の
住
民
一
人
当
た
り
の
都
市

公
園
面
積
は
、
わ
ず
か
に
〇
・
四
平
方

メ
ー
ト
ル
。
近
く
の
市
町
村
に
比
べ
、

ず
い
ぶ
ん
遅
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

昭
和
六
十
一
年
に
作
成
さ
れ
た
「
水
巻

町
総
合
計
画
」
の
中
で
も
、
公
園
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
は
、
今

後
の
頚
要
な
課
題
と
し
て
取
り
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
丘
整
備
事
業
は
、
こ
の

よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
計
画

さ
れ
た
事
業
で
、
国
の
「
ふ
る
さ
と
づ

く
り
特
別
対
策
事
業
」
　
の
指
定
を
受
け

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
す
。

こ
の
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
特
別
対
策

事
業
」
は
自
治
省
が
昭
和
六
十
三
年
度

の
新
規
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

も
の
で
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
が
続
く

中
で
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
魅
力

あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
、
地
域
主
導

で
進
め
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

全
国
の
自
治
体
か
ら
申
請
さ
れ
た
地

域
開
発
計
画
の
う
ち
、
二
百
六
十
二
の

事
業
が
指
定
を
受
け
、
県
内
で
は
、
水

巻
の
ふ
る
さ
と
の
丘
整
備
事
業
や
、
飯

塚
市
の
学
園
都
市
建
設
事
業
な
ど
四
か

所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
国
か
ら
の

財
政
援
助
が
大
き
い
こ
と
。
事
業
費
の

う
ち
一
五
打
は
普
通
交
付
税
で
手
当
て

さ
れ
、
七
五
㌫
は
起
債
（
借
金
）
が
認

め
ら
れ
る
ほ
か
、
起
債
の
償
還
金
の
三

〇
～
五
五
㌫
は
地
方
交
付
税
と
し
て
認

め
ら
れ
る
な
ど
、
財
政
面
の
利
点
が
あ

り
ま
す
。

喜びも

ひとしおです

水巻町体育協会

理事長　松尾徳之祐さん

かねてがら希望の多かった総合運動公園
の建設が、いよいよ現実のものとなり、ス

ポーツ関係者として喜びもひとしおです。
町内には約2，500人のスポーツ愛好者が
おられますが、今まで施設不足が悩みの種

でした。
運動公園の整備にあたっては、広く町民
の意見を聞いていただき、幼児からお年寄

りまで幅広い人々に親しまれるよう配慮し
て欲しいと願っています。できれば夜間照
明の施設を整備して欲しいと思います。

一日も早い

完成を

水巻町弓道連盟

代表　本田　猷さん

かつては町民会館の敷地内に弓道場があ
りましたが、台風で倒れて十数年になりま
す。それ以来、近くの市や町の道場に練習

に出かけています。
今度、長年待ち続けていた弓道場が整備

されるということで、愛好者一同喜んでい
ます。弓道は、女性や高齢者にも親しみや
すく、青少年の育成にも、もってこいのス
ポーツです。

道場が完成すれば、弓道教室などを開い
て愛好者を増やしたいと思います。一日も

早い完成を望みます。

豊前坊は
野鳥の宝庫

日本野鳥の会

会員　梶原剛二さん

豊前坊と明神ケ辻山一帯は、自然林が残
されていて、この辺りでは珍しい野鳥の宝

庫です。
野鳥の会では、毎年ここで観察をしてい
ますが、特に豊前坊は格好の場所で、ヒヨ
ドリ、シジュウカラ、オオルリ、タカなど、

年間を通じて約40種の野鳥が観察できます。
この山一帯に遊歩道や展望施設が作られ
ると聞きましたが、家族ずれで自然に親し

める施設にして欲しいですね。



718人が熱戦を展開
スポーツ少年団総合競技大会

町内のスポーツ少年団は、夏休みを利用して活発な活動を行ってきました。

その総まとめとして9月11日（野球は9月23日）、バレーボール、剣道、水

泳、バドミントン、野球の5スポーツ少年団の競技大会が開かれました。

熱戦の結果は次のとおりです。

●四年生の部　優　勝　伊左座

準優勝　頃　末

●五年生の部　優　勝　頃　末

準優勝　伊左座

●六年生の部　優勝勝　頃　末

準優勝　伊左座

●五年生以下の部

優　勝　頃末ファイターズ

準優勝　吉田野球少年団

●六年生の部

優　勝　伊左座ヤンキース

準優勝　猪熊ヘアーズ

●四年男子（Ｄ野添邦生（吉田）

②末吉秀承（吉田）

●四年女子（Ｄ児玉責理子（伊

左座）②犬山琴恵（伊左座）

●五年男子　①児玉弘一郎（伊

左座）②鈴鹿貴行（頃末）

●五年女子　①小高聡子（伊左

座）②井上こずえ（机）

●六年男子（Ｄ中川聡史（吉田）

②江内田篤（伊左座）

●六年女子（Ｄ鈴木智子（頃末）

②永沼香織（伊左座）

●中学男子（争野坂輝和（吉田）

②柴岡秀久（伊左座）

●中学女子（Ｄ上坂直子（伊左

座）②服部昌子（吉田）

●団体の部

優　勝　吉田少年団Ａ

準優勝　伊左座少年団Ａ

●優　勝　机水泳少年団Ａ

●準優勝　頃末水泳少年団Ａ

●3　位　猪熊水泳少年団Ａ

●四年生　①西村敏彦訝工藤憲一

●五年生　①志賀和幸②旭美代子

●六年生　①中村多希子②吉田

理恵

ｊ－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■－

・　あやらぎ
蘭 グ ラ ブ が

春 夏 連 続 優 勝

▼
県 民 体 育 大 会 で　　　 ●個諾 技＝（陸上）裏襟抗耶蹴 辺遥韻漑握証票ｍ 謬

一 般 女 子 バ レ ー が 優 勝　 十敗勢効 0恕 2位那須政男（高朋地）

県民体育大会が9月18日、直方市体育館な　 一般男子砲丸接　2位　吹田　一修（伊左座）
どで開かれ、水巻町からは遠賀郡代表として　 ●団体競技 （水巻町関係分）

ｌ　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ
遠賀郡バレ－ボ－ル大会

遠賀郡ハレ－ボ－ル大会が9月4

バレーボール4チーム、剣道6人、弓道4人　　　 Ｋ2　　　 怨‾　　　　 熟齢遜滝欄は且6ｇ
禁 霊芸等会票 漂這 慧 慧 ヒご プロ 剣　 道義 … 芋蓋 悪霊郡に慨 ・

■－
日、芦屋町総合体育館など3 会場で

開かれ、男子10チ－ム、女子21チ－

ムが熱戦を展開しました。

女子の部は、若さを誇る蘭クラブ

（水巻）が 1 セット皐落とさずに勝ち

進み、春の大会に次いで連続優勝。

男子の部は、平均年齢37歳の水巻

クラブＡが大健闘、決勝で芦屋青年

に破れ惜しくも準優勝でした。

・ニ・・ソぢ＿場紺
・・・”くネ1・ニ・ニ・ここ　　　　　　　　　　 ニここ・ｉ・‘－Ｙ－‾－

こ．‡．ｌ一曇ぺ　サ　　　　　　　　　　　　　　　 ンノガ

主な試合結果は次のとおりです。　　　 ‾苧‾三一‾3、・こ一道 青　 年 準優勝

一般男子 1回戦で山田市に惜敗㌍

㌻－ぎー こ致　　 一一ダニ・ニ　 ル ーポール・‾諾 鍔 園芸で太宰脚 。惜敗
蛸ニ・コ遥ここニ・ここ・こぶ．．漂　こ雲　　　　　　　　　　　　　 ′　青年女子　 3 回戦で朝倉郡に惜敗

軋⊥」厭ニーニーでこ　 こ－≒；…ここき．．こ．膿－ニ議≠＿こ・通 日4・い・涼；．が．≒こ．ここ・‾‾－こ這、　　 単　 一　一球 一　 般 1匝慨で田川市に惜敗

、。5－§・ニＨわーここ＿くこき′＿こ＿那 甥．． ′鯉与を杢読 鍔 票 で京都郡に慨

ここ洲 一一一一一一　 ホ・・　　　　　 薮嶺 直 轄　 鵠 謡 芸志ト出場ならず

1－
▼

お母さん大ハッスル
婦 人 ビ ー チ ボ ー ル 大 会　　　　　　　　 洲、“・・・′オドニここここ

9 月13 日、町民体育館で開かれた ど一チボールバ

レーの大会には15チー ムのお母さんたちが参加。

ルールはバレーボールに似ていますが、球の変化　 ．霊瀾患 断

がするどく高度な技術が求められます。　　　　　　　　　 Ｙここ一一，

ぎ試合結果は次のとおり

・・・玩‾‾－ここ－、‾‾－　 ・′・ｉ．・ニ

照ここ・ニ　騨　　　　　　　 ふ．、．ノ ●優　 勝　 東垂水、長沢、原、渡辺チーム

Ｌ．ニ　　　　　シー＿“‾　．こ．・ごまヨ強．・ヱ ●準優勝　 二子石、浜田、おし海、久保田チーム

■－ －
▼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－



今
年
も
全
国
防
犯
運
動
が
十
月
十
一

日
か
ら
二
十
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
今
年
で
十
二
回
目
を
迎

え
ま
す
。
警
察
と
市
民
の
手
を
つ
な
い

だ
運
動
の
結
果
、
刑
法
犯
の
件
数
は
次

第
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
、
自
動
車
の
盗
難

が
後
を
絶
た
な
い
う
え
、
盗
ん
だ
自
動

車
を
使
っ
て
、
新
た
な
犯
罪
を
引
き
起

こ
す
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
き
巣
ね
ら
い
は
、
カ
ギ
の
励
行
を

す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
防
止
で
き
る
も
の
で

ど
ろ
ば
う

す
。
泥
棒
も
、
時
間
を
か
け
て
ま
で
押

し
入
る
と
い
う
余
裕
は
な
い
は
ず
で

す
。
辺
り
を
見
回
し
て
、
手
っ
取
り
早

い
も
の
と
い
う
と
カ
ギ
の
か
か
っ
て
な

い
駐
車
場
に
止
め
て
あ
る
乗
用
車
や
、

路
上
に
無
造
作
に
止
め
て
あ
る
自
家
用

車
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

被
害
に
あ
っ
た
人
の
大
半
は
、
「
自

分
の
家
の
カ
ギ
は
し
っ
か
り
閉
め
て
も

乗
用
車
ま
で
は
気
が
回
ら
な
か
っ
た
。
」

と
か
、
「
す
ぐ
戻
る
は
ず
だ
っ
た
の
で

路
上
に
止
め
た
ま
ま
ク
ル
マ
に
カ
ギ
を

付
け
っ
放
し
に
し
た
。
」
と
い
う
ウ
ッ

カ
リ
が
思
わ
ぬ
被
害
を
呼
ぶ
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
裏
を

返
せ
ば
、
自
動
草
の
盗
難
を
未
然
に
防

ぐ
の
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
が
け
一
つ

に
か
か
っ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

自
宅
の
駐
車
場
や
、
路
上
に
止
め
で

あ
る
ク
ル
マ
の
中
を
の
ぞ
き
込
ん
で
い

る
不
審
者
が
い
た
場
合
、
「
ど
う
か
し

ま
し
た
か
」
と
い
う
三
一
日
を
か
け
る
だ

け
で
も
効
果
は
あ
る
は
ず
で
す
。

自
分
の
財
産
は
自
分
で
守
る
と
い
う

自
主
防
犯
意
識
を
、
わ
た
し
た
ち
の
一

人
一
人
が
自
覚
す
る
こ
と
が
、
泥
棒
に

よ
る
被
害
を
少
し
で
も
少
な
く
す
る

ひ
け
つ

秘
訣
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

30年蔚わ光景

当時ののどがな雰囲
気が伝わってくるよ
うです。

0昭和30年　吉田グラウンドで孫
の子守りをするお年寄り
（現ニッタン吉田店裏）

0昭和30年　曲川付近の小川で魚
とりをする兄弟（現曲川・下二
地区）

昭和31年　水巻町にカトリック①
教会が建設される（現聖母幼稚
園）



田畑はないかな？

新入学児の健康診断

来年小学生になる新入学児の健

康診断が9月下旬、中央公民館で

行われました。

来年の新一年生は男の子215人

女の子203人、今年より16人増え

ました。

この日はたまたまＮＨＫの取材

班もかけつけて、子供たちもちょ

っぴり緊張気味です。お母さんや

お父さんに手を引かれて、眼科、

耳鼻科、歯科、内科の頓に検診を

受けましたが、さすがに泣き出す

子は一人もいません。

「虫歯なし、上等．／」と先生に

言われ、誇らしげに胸を張る姿

に、お母さんも思わずニッコリ。

ピッカピカの
，新車です。

ライオンズクラブが車をプレゼント

9月28日、水巻ライオンズクラ

ブから、水巻町青少年問題協議会

に草がプレゼントされました0

贈呈式には、ライオンズクラブ

の会員と伊藤町長らが出席。「青

少年の健全な育成に役立ててくだ

さい。」と、山賀康博会長から町

長に目録が手渡され、続いて除幕

式と試乗が行われました。

車種はカローラ・バン1500ｃｃ。

この新車、はやくも毎月の街頚

パトロールなどに大活躍していま

す。

おじいちゃん
お元気ですが！？
訪問健康診査を実施

寝たきりなどのため健康診断を
受ける機会のない人と、その家族

を対象に、訪問健康診査が行われ
ました。

今年の受診者は約40人。9月中

旬、医師、看護婦、技師、保健婦
がチームを組んで自宅を訪問しま

した。

「診断の結果がいいとうれしい
よ。」と下二町任の船津稔さん（

82歳）。受診者に評判のいい訪問診
査ですが、県内で実施していると

ころは少なく、昨年は小郡市と水
巻町など、数か所だけ。

年に一度しか行いませんが、健

診の内容は成人病健診と変わりま
せん。希望される人は健康対策係

に相談してください。

岩崎　祐二くん

昭和62年10月11日生

（雲法）さんの長男

時々、女の子に間違えられるけど、

ぼくはおチンチンついてるよ．′

アンヨもだいぶ上手になったけど、

早くお姉ちゃんたちについて遊べる

ようになりたいな。

（梅の木団地16－103）



コスモスの小道
歩いてみましたか

遠賀川河川敷公園のコスモスが、かれんな花を咲かせ

訪れた人の目を楽しませています。

コスモス園がある立屋敷・伊左座公園は、今年5月に

完成。町民に親しまれるよう長さ1短、6，400〝ヂの花壇

に、町の花コスモスが植えられました。

9月下旬には白やピンクの花が咲きそろい、堤防を通

るドライバーも、思わず車を止めるほどの美しさ。休日

ともなれば、弁当持参の家族連れが散歩を楽しむ姿も見

られます。

「天気がいいから、コスモスを見に出かけて来まし

た。」という宗像市からのカップル。町外の人にも人気

を呼んでいます。見ごろは今月中旬まで。

パソコンが
健康づくりをお手伝い

役場の健康対策課にパーソナルコンピューターが設置

されました。町民の健康づくりに役立てようと導入され

たもので、成人病健診やがん検診のデータ処理に威力を

発揮します。

昨年の成人病健診の受診者は約1，000人、受診率15パ

ーセントと、まだまだ健康に対する意識は低いようです。

このため、健診の対象者を正確に把握し、受診の案内

や健診結果の通知など質の高いサービスと、受診率の向

上をめざして、町独自の健康システムが開発されました。

また、健診の結果は生涯を通じて記録され、きめの細

かい健康指導が期待されます。このパソコン、11月中旬

の高松団地の健康診査が初仕事です。

待ちに待った増築です
猪熊小学校増築工事始まる

教室不足に悩む猪熊小学校で、校舎の増築工事が始ま

りました。

猪熊小学校は、児童数の増加や40人学級の影響で、3

年前から普通教室が不足し、現在5年生3クラスが特別

教室で授業を受けています。

ようやく今年の予算で増築することになり、鉄筋コン

クリート3階建6教室の増築工事がスタート。工事は8

月下旬から来年3月まで、約1億2千万円の建築費を投

入します。

「早く普通教室で勉強させてやりたい。」と花田敬吾校

長。工事の完成を首を長くして待っておられます。

気分うきうき秋秦り
河　守　神　社

9月28日と29日の2日間、吉田の河守神社で、恒例の

秋祭りが開催されました。

祭りは、28日の子供みこしでスタート。そろいのハッ

ピ姿でワッショィ．／ワッショィ．／町内のあちこちを練り

歩きました。

夜になれば大人の出番。打ち上げ花火の合図で神社み

こしが出発すると、境内に設置された舞台では、三味線

や舞踊など、にぎやかに奉納演芸大会が繰り広げられ観

客を沸かせます。

子供たちは、わた菓子や焼きイカの屋台を行ったり来

たり、夜遅くまで沢山の人出でにぎわいました。

祭りが終れば秋本番。
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自
分
で
出
来
る
。
申
・
高
年
齢
時
代
と

も
活
力
の
あ
る
生
活
が
営
ま
れ
る
こ
と

が
、
み
ん
な
の
理
想
で
す
。

健
康
で
明
る
い
家
庭
生
活
を
営
む
た

め
に
は
、
体
力
・
健
康
（
ス
タ
ミ
ナ
）

づ
く
り
の
努
力
が
必
要
で
す
。
人
間
は

適
度
に
体
を
動
か
さ
な
い
と
、
ど
ん
ど

ん
老
化
し
、
退
化
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
運
動
は
、
栄
養
や
休

養
と
同
様
、
必
須
科
目
で
す
。

な
運
動
で
す
。

親指のつ
け根を3
本の指で
脈を測る

＿≠
讐己‡雪盈票禁禁需

分間の脈拍です

ｒ＼

全
で
効
果
的
な

∃
二
コ
ペ
ー
ス
で

運
動
が
必
要
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
自

分
の
体
力
を
超
え
る
ハ
ー
ド
な
運
動
は

●図1脈拍の測り方

●運動中の脈拍早見表

●
そ
し
て
、
我
々
が
健
康
の
目
安
に
し

て
い
る
最
大
酸
素
摂
取
量
も
増
え
て
い

ま
す
。

け
る
こ
と
が

康
へ
の
近

六
か
月
、
一
年
、
一
生
、
長
い
目
で

無
理
な
く
、
の
ん
び
り
、
少
し
ず
つ
で

も
続
け
て
、
生
活
の
一
部
に
し
ま
し
ょ

う
。
一
日
に
十
分
で
も
続
け
て
、
ニ
コ

ニ
コ
ペ
ー
ス
の
運
動
を
過
に
三
回
は
行

い
、
で
き
れ
ば
週
に
百
八
十
分
を
お
す
ー

す
め
し
ま
す
。
健
康
に
憧
れ
る
だ
け
で
ー

終
ら
な
い
よ
う
に
／

－
健
鹿
へ
の
案
内
人
よ
り
ー

筋
肉
痛
・
関
節
痛

倦
　
　
怠
　
　
感

め
　
　
ま
　
　
い

憂
　
う
　
つ
　
症

神

経

過

敏

症

不
　
　
　
　
　
民

感
覚
異
常
・
錯
感
覚
症

血
管
運
動
神
経
障
害

様
症
状



町
営
住
宅
の
現
状
を
、
、
み
ん
な
で
考
え
よ
う
　
　
　
∴
ソ
リ
ー
ズ
　
謝

町
営
住
宅
の
入
居
ほ

ど
っ
し
た
ら
い
い
の
Ｐ
‥

先
月
号
は
、
公
営
住
宅
法
の
目
的
や
、
国
の
補
助
制
度
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

今
月
号
は
、
町
営
住
宅
の
空
家
募
集
や
入
居
の
収
入
基
準
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

に
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
収
入
基
準
額

が
十
万
円
以
下
の
人
は
第
二
種
、
十
万

円
を
超
え
十
六
万
二
千
円
以
下
の
人
は

第
一
種
に
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、
表
1
の

年
収
換
算
表
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
簡

単
に
わ
か
り
ま
す
。

ロか　〇＿．．ロ日
芙
な
連
帯
保
証
人
一
人
が
あ
る
こ
と

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

家
賃
の
支
払
い
な
ど
に
つ
い
て
確

入
居
す
る
世
帯
の
全
員
が
団
地
内

で
円
満
な
社
会
生
活
が
で
き
る
こ
と

町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

町
営
住
宅
の
明
け
渡
し
を
受
け
た

牽
家
の
夢
燐

間圏
次
の
空

あ
る
の
で
す
か
？

来
年
の
三
月
ご
ろ
に
行
う
予
定

で
す
。
空
家
募
集
は
毎
年
一
回
、

三
月
十
日
号
の
広
報
「
み
ず
ま
き
」
に

募
集
内
容
を
掲
載
し
、
三
月
中
に
申
し

込
み
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

過
去
の
各
団
地
ご
と
の
空
家
実
績
か

ら
一
年
間
の
空
家
見
込
戸
数
を
は
じ
き

出
し
、
今
年
は
全
体
で
四
十
五
戸
の
募

集
を
し
ま
し
た
。

た
め
今
な
お
入
居
で
き
な
い
人
が
多
数

お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
空
家
が
発
生
し

て
も
、
タ
タ
ミ
・
フ
ス
マ
の
張
り
替
え

や
、
内
部
の
修
繕
、
入
居
予
定
者
へ
の

説
明
や
引
っ
越
し
準
備
な
ど
に
、
相
当

の
日
数
が
か
か
る
か
ら
で
す
。

住
み
替
え
希
望

当
選
者
と
交
互
に
入
居
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
場
合
、
来
年
三
月
の
空
家

募
集
の
時
に
、
入
居
の
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

収
入
の
蓼
準

●表1収入基準の年収（月収）換算表
（給与所得者1人（）は月収、単位：円）

監 遷 溺 駈 溺 新 券 、穫

え

－ 弘コ

緋 鯉 雌 胆 鮎 鐘 車車　醐欄腹

3 ．0 1 5 ，9 9 9 1 ，9 5 1 ，9 9 9 －
（2 5 1 3 3 3 ）＿ ′‾．目 星 ，6 6 6 ）：

3 ，4 6 3 9 9 9 2 ，4 2 3 ，9 9 9
（2 8 8 6 6 6 ） （2 0 1 9 9 9 ）

、．、去 ．8 7 5 9 9 9 、．、、、．．誉怒 ．8 9 5 ．9 9 9 ．
裁 縫 2 2 9 9 9 譲．； ン、 〔2 4 1 3 3 3 ）

4 ，2 8 7 ，9 9 9 3 ，3 5 9 ，9 9 9
（3 5 7 ，3 3 3 ） （2 7 9 ，9 9 9 ）

錨
、る

4 ，6 9 9 ，9 9 9 3 ，才習 ．9 9 9
持 9 圭 6 6 6 ） く3 1 4 ，3 3 3 ）

（注）標準世帯とは、給与所得者1人及び扶養親族3人の世帯をいう。

人
は
、
家
賃
な
ど
の
完
納
と
、
一
定

の
経
過
年
数
を
経
て
い
る
こ
と
。

一
口
外
国
人
は
、
外
国
人
登
録
を
行
っ

て
い
る
な
ど
の
一
定
の
要
件
に
該
当

し
て
い
る
こ
と
。

単
身
者
の
入
店

一
∵
　
言
．
∵

圏
単
身
者
は
、
原
則
と
し
て
入
居

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

入
店
の
拶
格

間
摘
招
航
招
寝
相

圏
入
居
の
申
し
込
み
は
、

の
資

格
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
き
な

囲
空
家
が
あ
る
と
蘭
き
ま
し
た
の

園

圏

で
入
居
の
申
し
込

断
ら
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
で
し

圏
あ
な
た
の
場
合
、
今
年
三
月
の

空
家
募
集
に
、
入
居
の
申
し
込

み
を
し
な
か
っ
た
か
ら
、
断
ら
れ
た
の

で
す
。空
家
募
集
の
公
開
抽
選
に
当
選
し
た

人
の
中
に
も
、
空
家
の
発
生
が
少
な
い

障
害
者
で
、
三
階
以
上
に
入
居
し
て
い

る
人
は
、
そ
の
団
地
の
一
～
二
階
に
住

み
替
え
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

そ
の
た
め
に
は
、
毎
年
一
回
の
空
家

募
集
の
際
に
必
ず
入
居
の
申
し
込
み
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

入
居
希
望
者
が
複
数
の
場
合
は
、
抽

選
で
順
位
を
決
め
、
一
般
の
空
家
入
居

え
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
申
し
込
み

が
で
き
ま
せ
ん
。

町
営
住
宅
に
は
第
一
種
、
第
二
種
の

二
種
類
の
住
宅
が
あ
り
、
申
し
込
む
人

の
収
入
に
よ
っ
て
、
入
居
で
き
る
住
宅

が
決
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
目
安
に

な
る
の
が
収
入
基
準
額
で
す
。
こ
れ
は

家
族
の
所
得
の
合
計
か
ら
扶
養
控
除
な

ど
を
差
し
引
き
、
十
二
ｌ
で
割
っ
て
月
額

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

8
水
巻
町
内
に
住
所
か
勤
務
先
が
あ

る
こ
と
。

回
現
に
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居
し

よ
う
と
す
る
三
親
等
内
の
親
族
が
あ

る
こ
と
。
（
事
実
上
、
賂
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
人
や
、
婚
約
者

を
含
み
ま
す
。
）

日
申
込
者
と
同
居
親
族
の
収
入
の
合

計
が
入
居
収
入
基
準
額
以
下
で
あ
る

こ
と
。

し
か
し
、
単
身
者
で
も
前
述
し
た
資

格
要
件
の
ィ
、
ハ
～
チ
に
該
当
し
、
単

身
で
日
常
生
活
が
可
能
な
次
の
人
は
、

入
居
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

●
］
ハ
十
歳
（
女
性
は
五
十
歳
）
以
上

の
人
。

●
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
の
程
度

が
一
級
か
ら
四
級
ま
で
の
人
。

●
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

障
害
の
程
度
が
一
定
以
上
の
人
。

●
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
医
療
の
給
付

に
つ
い
て
、
厚
生
大
臣
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人
。

●
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

て
い
る
人
。

の
海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
、
日
本
に

引
き
揚
げ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年

を
経
過
し
て
い
な
い
人
。



在
宅
重
度
障
害
者
の

訪
問
診
査
を
行
い
ま
す

民
　
生
　
係

在
宅
で
、
重
度
の
障
害
の
た
め
、
外

出
な
ど
が
困
難
な
身
体
障
害
者
に
対
し

て
、
手
帳
の
交
付
申
請
・
補
装
具
判
定

・
そ
の
他
助
言
な
ど
の
た
め
に
、
福
祉

事
務
所
が
医
師
等
を
派
遣
し
ま
す
。

日
程
は
1
1
月
初
旬
で
す
。
希
望
さ
れ

る
人
は
1
0
月
3
1
日
ま
で
に
役
場
民
生
係

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
1
1
月
1
0
日
（
木
）
午
前
1
0

時
か
ら
午
後
3
時
3
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
八
幡
西
区
筒
井
1
5
－
1

八
幡
西
区
役
所
第
3
3
号
会
議
室

県では10月用日、県下全域を対

象とした「公開建築パトロール」

を実施します。
このパトロールは、違反建築を

未然に防止し、建築物の安全や住
みよい居住環境を守るために実施

するもので、建築工事中の現場の

立ち入り調査を行います。みなさ
まのご協力をお願いします。

自転車やバイクの
防犯登録を
行います

－折尾警察署－

全国防犯運動（10月11日～10月20

日）の一環として、街頭防犯登録を

行います。

自転車やパイクの防犯登録を希望

する人は、お気軽にお立ち寄りくだ

さい。

●と　き

10月18日（火

午後2時から
4時まで

●
相
談
内
容
　
①
旧
軍
人
等
の
恩
給
に

つ
い
て
　
⑨
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援

護
に
つ
い
て
　
⑧
戦
没
者
等
の
遺
族

に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て
　
④
旧
軍

人
等
の
叙
位
叙
勲
に
つ
い
て
　
⑤
中

国
等
か
ら
の
引
揚
者
や
未
引
揚
者
に

対
す
る
援
護
に
つ
い
て
　
⑥
そ
の
他

援
護
業
務
全
般

町
内
の
開
業
医
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
人
は
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　
三
歳
以
上
の
人
全
員

●
実
施
期
間
　
1
0
月
1
5
日
～
1
2
月
1
4
日

●
実
施
場
所
　
町
内
の
各
開
業
医
で
、

診
療
時
間
内
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
方
法
　
三
週
間
か
ら
四
週
間
の

間
隔
で
二
回
接
種

●
料
　
金
一
回
に
つ
き
七
百
八
十
円

た
だ
し
、
幼
児
、
小
・
中
学
生
、
生

活
保
護
世
帯
、
非
課
税
・
均
等
割
世

帯
の
人
は
無
料
で
す
。

●
問
診
票
一
般
の
人
の
問
診
票
は
、

各
医
院
の
窓
口
に
お
い
て
い
ま
す
。

無
料
の
人
は
、
役
場
健
康
対
策
係
の

窓
口
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
次
の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

①
発
熱
し
て
い
る
人
　
⑧
心
臓
・
腎

臓
・
肝
臓
な
ど
の
病
気
に
か
か
っ
て

い
る
人
で
現
在
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い

人
　
⑨
鶏
卵
・
鶏
肉
に
対
し
て
過
敏

症
の
人
　
④
妊
娠
し
て
い
る
人

⑤
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
て
一
年
以
上

経
過
し
て
い
な
い
人

建
設
省
遠
賀
川
工
事
事
務
所
で
は
、

遠
賀
川
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
ユ
ニ
ー
ク
な
作

品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
テ
ー
マ
　
遠
賀
川
を
代
表
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
イ
メ
ー
ジ
豊
か
な
も
の
。

色
彩
で
表
現
す
る
も
の
よ
り
も
、

形
に
よ
る
も
の
を
歓
迎
し
ま
す
。
自

作
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

●
応
募
締
切
日
　
1
1
月
1
0
日
必
着

●
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
は
、
Ｂ
5
サ

イ
ズ
程
度
を
使
用
し
、
下
段
に
マ
ー

ク
の
コ
メ
ン
ト
を
記
入
、
作
品
の
裏

面
下
段
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

職
業
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
作
品
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
8
2
2
直
方
市
溝
堀
一
丁
目
　
建
設
省

遠
賀
川
工
事
事
務
所
　
調
査
係

晋

（

0

9

4

9

2

）

2

局

1

8

3

0

番

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

●
試
験
日
　
1
2
月
1
1
日
（
日
）

●
試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
種
（
第
4

類
～
第
6
類
）
お
よ
び
丙
種

●
試
験
会
場
　
北
九
州
大
学

●
廠
書
の
受
付
場
所
と
期
間

遠
賀
郡
消
防
本
部

1
0
月
1
日
か
ら
1
0
月
筍
白
ま
で

北
九
州
市
消
防
局

1

0

月

2

7

日

か

ら

1

0

月

2

8

日

ま

で

【
受
験
準
備
講
習
会
】

●
講
習
日
　
1
1
月
乃
日
（
火
）

●
講
習
場
所
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
講
堂

●
受
付
期
間
と
場
所

1

0

月

1

日

か

ら

1

1

月

2

8

日

ま

で

、

遠

賀
郡
消
防
本
部
で

●
問
い
合
わ
せ
先

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
係
審
2
9
3

局

1

2

3

1

番

へ

●縦覧場所…水巻町役場企画振興課

今
年
も
共
同
募
金
の
季
節
が
き
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
毎
年
、
戸

別
募
金
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
外
の
企
業
か
ら
も
法
人

募
金
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
1
0
月
1
日
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
共
同
募
金
に
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

●事業地・‥水巻町大字立屋敷地内・縦覧期間…昭和63年10月13日から昭和63年10月26日



オ
レ
ン
ジ
の
輸
入
自
由
化
な
ど
、
果

樹
農
業
は
数
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て

い
ま
す
。
新
技
術
や
機
械
を
駆
使
し
た

近
代
的
な
農
業
者
を
養
成
す
る
た
め
、

農
林
水
産
省
は
、
果
樹
農
業
研
修
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
高
校
卒
業
ま
た
は
、
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
人

●
研
修
期
間
　
来
年
4
月
か
ら
一
年
間

●
研
修
地
と
募
集
人
員

落
葉
果
樹
　
岩
手
県
雫
石
町
（
2
5
人
）

常
緑
果
樹
　
大
分
県
国
東
町
（
2
5
人
）

●
募
集
期
間
　
来
年
1
月
7
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先
　
詳
し
く
は
役
場
産

業
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
が
ん
予
防
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
、
ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
内
容
　
「
が
ん
予
防
」
を
テ
ー

マ
に
、
県
民
の
が
ん
に
関
す
る
知
識

や
予
防
思
想
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
な
作
品

●
募
集
期
間
　
1
2
月
2
0
日
ま
で

●
応
募
の
方
法
　
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
作
品
で
あ
れ
ば
、
テ
ー
プ
は

Ｖ
Ｈ
Ｓ
・
ベ
ー
タ
ー
・
8
ミ
リ
な
ど

を
問
い
ま
せ
ん
。
個
人
で
も
グ
ル
ー

プ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
自
作
で
未

発
表
の
2
0
分
以
内
の
作
品
に
限
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多

区
東
公
園
7
番
7
号
　
福
岡
県
衛
生

部
健
康
増
進
課
　
魯
（
0
9
2
）
6

2

2

局

0

7

1

6

番

【
短
　
歌
】

菊
ま
た
は
雑
詠
一
首
を
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
、
1
0
月
3
1
日
ま
で
に
田
中
秀
樹
（
猪

熊
町
住
1
1
5
号
）
あ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

第
1
1
回
観
月
短
歌
大
会

●
と
　
き
　
1
1
月
5
日
　
午
前
1
0
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
一
階
大
和
室

【
俳
　
句
】

当
季
雑
読
五
句
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て

1
0
月
2
2
日
ま
で
に
役
場
住
宅
課
田
中
博

幸
あ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

俳
句
大
会

●
と
　
き
　
1
1
月
8
日
　
午
後
6
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
一
階
大
和
室

●
選
　
者
　
向
野
楠
葉
先
生

【
詩
】

発
表
し
た
い
詩
を
書
い
て
、
1
0
月
2
2

日
ま
で
に
教
育
委
員
会
増
永
龍
之
あ
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。

事業主のみなさん

加入してますが労働保険」
10月は労働保障適用促進月間です。

従業員を一人でも雇用している事業主は、労

働保険に加入することが法律で義務づけられて

います。

労働保険（労災保険・雇用保険）に加入する

と、従業員が不時の労働災害にあった場合や、

失業した場合に給付を受けられます。

また、企業は雇用に関する各種助成金制度の

適用対象となります。

従業員か安心して働けるよ

う、未加入の事業主は1日も

早く加入の手続きをしてくだ

さい。

詳しくは、福岡労働基準局

労災業務課　か（092）411局

4863番へお尋ねください。

第
4
3
回
国
民
体
育
大
会
が
、
1
0
月
1
5

日
か
ら
加
日
ま
で
の
6
日
間
、
京
都
府

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

水
巻
町
か
ら
は
、
福
岡
県
代
表
と
し

て
3
人
の
選
手
が
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
健
闘
を
期
待
し
ま
す
。

●
サ
ッ
カ
ー

今
岡
茂
人
（
東
海
大
五
高
二
一
）

●
テ
ニ
ス

吉
田
の
り
子
（
筑
紫
女
学
園
・
下
二
）

●
高
校
野
球
（
硬
式
）

木
原
義
樹
（
福
岡
第
一
高
・
み
ず
ほ
）

次
の
万
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
吉
田
一
　
　
　
　
穴
井
　
宗
男
様

香
典
返
し
と
し
て

●
猪
熊
　
　
　
故
・
永
島
　
文
子
様

長
沢
　
弘
一
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
岩
下
　
　
党
様

岩
下
　
郁
枝
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
堀
内
　
義
雄
様

●
下
二

●
猪
熊

●
机

●
猪
熊

堀
内
　
ト
メ
様

故
・
尾
島
　
冨
美
様

尾
島
　
　
陸
棲

故
・
江
口
美
喜
子
様

江
口
　
祐
司
様

故
・
小
田
　
宏
子
様

小
田
　
重
徳
様

故
・
入
江
　
治
郎
様

入
江
サ
サ
子
様

み
子
苗
子
江
ネ
手
並
代
二
枝

す
　
　
　
つ

ま
顕
早
い
澄
ツ
知
一
智

田
賀
色
野
雇
由
原
藤
山

由　美

昭　完

京　子

華緒理
裕　子●
猛　元●
典　子●　　〃
セ　イ　●高松団地
牧　男●　　身
謙　一・一●　　ん

繁　蔵●　　ク

則◆おかの台
則●　　〃

シゲノ　●　　ケ

山
崎
山
本
崎
木
木
場
藤
輪
村

原　　　修●　　〃
原　英　子●　　ク
田　衣　恵●　　ケ

理　奈●　　タ

英　雄●　　ク

みゆき●古賀
やす子●遠　賀
活●頃

信　隆●折

川
田
田
株
畑
津
沼
崎

幡

窪
古
新
中
桧
小
木
佐
秋
溝
桧
小
西
楢
丸
池
楢
森
荒
馬
佐
三
吉
濱
濱
渡
荻
荻
高
田
人
古
小
小
掘
山

桑
川
塩
大
山
徳
森
霜
大
小
船
長
塩
九州電力㈱斬確営業所

松　尾　所　長●

伊
猪

●
　
●
　
●

美
人
下
交
公
鯉

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

彰
子
剛
香
博
よ
美
夫
二

水

貝　温

城

水　梨

さあ
博
募
良

村

沢

賀

井

山

福
大
属
白
中
古
古
細
大

大切な本ありがとうござい
ました。

都市計画緑地事業の縦覧●事業の名称…立屋敷緑地　●事業の施行者…水巻町→



った町です、忘ナし去られようとしている
していきます。

日

　

本

　

炭

　

砿

　

4

「
断
層
渡
り
の
失
敗
」

炭
鉱
に
か
ぎ
ら
ず
鉱
山
は
み
な
そ
う
で
あ
る
が
、
採
掘
す
る
と
限

ひ
ｌ
Ｃ
と

り
あ
る
地
下
資
源
は
日
毎
に
少
な
く
な
り
、
設
備
も
ま
た
老
朽
化
し

て
い
く
。
し
か
も
採
掘
が
進
む
に
つ
れ
て
採
炭
現
場
（
切
羽
）
は
遠

く
て
深
く
な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
坑
道
の
維
持
費
や
石
炭
の
運

搬
費
、
そ
れ
に
通
気
や
排
気
の
作
業
費
も
増
大
し
、
ま
た
職
場
が
遠

く
な
る
の
で
作
業
時
間
も
減
少
す
る
。
し
た
が
っ
て
ヤ
マ
が
老
化
す

る
と
、
会
社
の
収
益
は
減
少
し
て
従
業
員
の
収
入
も
少
な
く
な
る
が
、

こ
れ
は
た
だ
同
然
の
地
下
資
源
を
採
掘
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他

の
企
業
で
は
み
ら
れ
な
い
欠
点
で
、
そ
こ
に
炭
鉱
経
営
者
の
宿
命
的

な
泣
き
ど
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

そ
の
う
え
高
松
炭
砿
は
、
そ
れ
ほ
ど
炭
層
は
厚
く
な
く
て
傾
斜
も

は
た

比
較
的
急
で
、
し
か
も
硬
炭
と
の
比
率
が
大
で
あ
る
の
で
、
経
営
者

は
常
に
ヤ
マ
の
若
返
り
を
考
え
て
採
炭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

か
え
り
み
る
に
こ
れ
は
、
そ
れ
以
後
に
日
炭
の
た
ど
っ
て
き
た
、

苦
悩
の
歴
史
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
適
当

な
時
期
に
竪
坑
を
開
さ
く
し
て
、
効
率
の
よ
い
ヤ
マ
に
か
え
る
の
も

一
方
法
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
興
楷
所
長
は
大
胆
に
し
て
最
も
効
果
的

な
若
返
り
の
妙
案
を
考
え
出
し
た
。
そ
れ
は
日
炭
の
所
有
す
る
鉱
区

の
東
端
が
、
石
炭
積
出
し
港
の
洞
海
湾
に
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

二
島
か
ら
西
へ
向
か
っ
て
斜
坑
を
開
さ
く
し
て
第
二
高
松
炭
砿
（
の

ち
の
二
砿
）
の
坑
道
と
連
結
し
、
掘
っ
た
石
炭
を
新
設
す
る
二
島
中

央
選
炭
場
へ
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
で
運
搬
し
て
、
こ
れ
を
直
接
船
積

み
す
る
案
で
あ
る
。

こ
の
計
画
に
沿
っ
て
昭
和
十
四
年
四
月
、
二
島
斜
坑
の
開
坑
式
が

お
こ
な
わ
れ
た
。
開
さ
く
係
長
に
矢
野
安
男
を
起
用
し
、
坑
口
径
五

・
五
メ
ー
ト
ル
、
傾
斜
十
五
度
の
斜
坑
を
高
松
二
砿
へ
向
か
っ
て
二

千
七
百
四
十
メ
ー
ト
ル
掘
進
し
、
そ
れ
よ
り
水
平
坑
道
を
一
千
四
十

六
メ
ー
ト
ル
掘
り
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
着
炭
し
た
。
ま
た
十
五
年
十
二

月
、
第
三
高
松
炭
坑
（
の
ち
の
三
砿
）
を
浅
川
で
開
坑
し
た
が
、
こ

れ
に
ま
っ
て
将
来
は
一
、
二
、
三
砿
の
坑
道
を
結
ん
で
石
炭
を
す
べ

て
二
島
か
ら
揚
炭
す
る
遠
大
な
計
画
も
立
案
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て

興
相
所
長
は
二
島
を
高
松
炭
砿
の
拠
点
と
す
べ
く
、
十
七
年
春
、
遠

賀
砿
業
所
を
二
島
へ
移
転
し
た
が
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
数
百
人
の

従
業
員
が
水
巻
か
ら
二
島
へ
通
勤
し
て
い
っ
た
。

も
っ
と
も
、
こ
の
と
き
二
島
と
高
松
二
砿
を
結
ぶ
坑
道
は
、
ま
だ

約
一
千
メ
ー
ト
ル
掘
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
二

お
ち
し

砿
側
か
ら
も
第
二
卸
を
掘
り
進
ん
で
い
た
が
、
こ
こ
で
興
相
は
大
き

な
失
敗
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
第
二
卸
の
さ
き
に
落
差
約
百
メ
ー
ト

ル
の
大
断
層
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
こ
れ
を
横
断
す
る

「
断
層
渡
り
」
の
掘
進
に
慎
重
を
欠
い
た
ぽ
っ
か
り
に
、
そ
の
後
の

工
事
は
申
止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
興
相
友

兼
の
回
想
録
に
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
一
般
に
断
層
付
近
の
土
質
は
軟
弱
で
、
そ
れ
は
断
層
の
落
差
が

大
き
い
ほ
ど
、
そ
の
程
度
は
大
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
き
わ
め
て
慎

重
に
二
、
三
メ
ー
ト
ル
掘
進
し
て
、
鉄
道
の
ト
ン
ネ
ル
開
さ
く
法
に

の
っ
と
っ
て
切
り
広
げ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
装
填
す
る
よ

ぅ
に
定
め
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
施
工
し
て
み
る
と
案
外
地
盤
は
堅

固
で
あ
っ
た
の
で
、
油
断
し
て
五
～
七
メ
ー
ト
ル
掘
進
し
て
、
一
挙

に
切
り
広
げ
て
装
填
し
た
と
こ
ろ
、
最
初
の
一
、
二
回
は
成
功
し
た

が
ぜ
ん

が
、
俄
然
、
地
圧
が
来
襲
し
て
切
り
広
げ
た
部
分
が
、
全
面
に
わ
た

っ
て
高
落
ち
し
て
し
ま
っ
た
。
高
落
ち
し
た
ボ
タ
は
除
去
し
な
け
れ

ば
、
仕
事
が
で
き
な
い
の
で
除
去
す
る
と
、
除
去
す
れ
ば
す
る
は
ど

空
虚
と
な
っ
た
落
盤
個
所
の
地
圧
は
増
大
し
、
落
盤
個
所
は
拡
大
し

ほ
と

て
殆
ん
ど
始
末
に
お
え
な
く
な
り
、
つ
い
に
作
業
を
中
止
し
て
模
様

を
み
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
」

こ
の
断
層
渡
り
の
失
敗
は
、
い
つ
で
あ
っ
た
の
か
記
録
に
な
い
が
、

多
額
の
費
用
と
年
月
を
か
け
た
大
工
事
は
、
一
日
に
し
て
中
断
の
や

む
な
き
に
至
っ
た
。
し
か
も
敗
戦
は
次
第
に
濃
厚
と
な
り
、
炭
価
は

物
価
統
制
令
で
据
え
お
か
れ
て
い
る
の
に
、
資
材
と
賃
金
は
高
騰
し

て
い
る
と
き
の
工
事
で
あ
る
。
つ
い
に
十
八
年
春
、
こ
の
工
事
は
出

炭
と
関
係
が
な
い
と
の
理
由
で
、
政
府
か
ら
中
止
命
令
が
出
さ
れ
た
。

や
む
な
く
日
炭
で
は
二
島
砿
業
所
を
閉
鎖
し
て
、
坑
内
保
全
の
た
め

に
二
島
坑
へ
水
を
注
入
し
て
後
日
に
備
え
た
が
、
運
の
惑
い
と
き
は

続
く
も
の
で
、
二
十
年
八
月
八
日
の
八
幡
大
空
襲
で
、
同
所
の
建
物

や
社
宅
は
焼
失
し
て
一
面
の
焼
野
力
原
と
化
し
た
。

竜
お
戦
争
中
の
日
本
産
業
は
、
戦
争
景
気
に
さ
さ
え
ら
れ
て
直
系

子
会
社
十
三
社
、
孫
会
社
を
合
せ
る
と
約
百
三
十
社
の
一
大
コ
ン
ツ

ェ
ル
ン
に
成
長
し
て
い
た
。
昭
和
十
二
年
、
そ
の
頂
点
に
あ
っ
た
鮎

川
は
、
関
東
軍
の
要
請
を
う
け
て
満
州
国
に
満
州
重
工
業
㈱
を
創
設

し
、
総
裁
の
鮎
川
は
み
ず
か
ら
渡
満
し
て
、
軍
需
物
資
の
現
地
生
産

に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
軍
部
と
意
見
が
対
立
し
て
十
七
年
秋
、

あ
と
を
副
総
裁
の
高
崎
達
之
助
に
託
し
て
内
地
へ
帰
り
、
日
産
コ
ン

ツ
ェ
ル
ン
の
立
て
直
し
に
着
手
し
た
。

と
こ
ろ
で
鮎
川
は
、
企
業
の
体
質
改
善
と
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
に
、
系
列
会
社
の
合
併
、
・
分
離
を
繰
り
返
え
し
て
、
相
互
の
人
材

と
体
質
の
交
流
を
計
っ
て
き
た
人
で
あ
る
。
日
炭
に
お
い
て
も
、
こ

れ
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
社
名
が
か
わ
っ
て
い
る
。

昭
和
九
年
七
月

昭
和
十
二
年
二
月

昭
和
十
二
年
十
二
月

昭
和
十
八
年
四
月

昭
和
二
十
年
七
月

日
本
炭
砿
㈱

日
本
化
学
工
業
㈱

日
産
化
学
工
業
㈱

日
本
鉱
業
㈱

日
本
炭
砿
㈱

こ
れ
に
よ
る
と
帰
国
し
た
鮎
川
は
、
十
八
年
四
月
、
石
炭
部
門
を

日
産
化
学
工
業
か
ら
分
離
し
て
日
本
鉱
業
に
合
併
吸
収
さ
せ
（
社
長

白
山
蔵
六
）
、
二
十
年
七
月
、
独
立
さ
せ
て
も
と
の
日
本
炭
鉱
の
社

名
に
か
え
て
い
る
。

こ
の
改
革
で
鮎
川
は
、
十
八
年
三
月
、
日
産
化
学
工
業
常
務
の
興

相
所
長
を
解
任
し
て
、
ソ
連
国
境
近
く
の
満
州
重
工
業
鶴
岡
炭
鉱
の

専
務
に
転
任
さ
せ
た
。
こ
れ
は
政
府
か
ら
中
止
命
令
の
出
さ
れ
た
断

層
渡
り
の
失
敗
の
責
任
を
問
う
て
の
人
事
で
あ
る
が
、
寛
大
で
抱
擁

力
の
あ
る
鮎
川
で
あ
っ
た
が
企
業
に
は
き
び
し
く
、
東
大
後
輩
の
輿

し

ょ

か

つ

り

よ

う

　

　

　

　

は

し

上

く

　

き

相
を
、
あ
え
て
諸
葛
亮
の
「
泣
い
て
馬
護
を
斬
る
」
思
い
で
転
任
さ

せ
て
い
る
。
輿
他
に
し
て
み
れ
ば
断
層
渡
り
を
、
も
う
少
し
慎
重
に

進
め
て
お
れ
ば
突
破
は
容
易
で
あ
っ
た
も
の
を
、
そ
こ
は
企
業
の
非

な
ｈ
′
わ
い

情
な
と
こ
ろ
で
、
一
度
の
失
敗
も
許
さ
れ
な
い
大
企
業
の
生
業
が
そ

て
い

ぅ
さ
せ
た
の
で
あ
っ
て
、
体
よ
く
常
務
か
ら
専
務
に
格
あ
げ
し
て
大

陸
へ
派
遣
さ
せ
て
い
る
。

と
き
に
戦
局
は
ま
す
ま
す
不
利
と
な
り
、
興
椙
は
家
族
を
福
岡
へ

転
居
さ
せ
て
単
身
で
赴
任
し
た
が
、
ま
も
な
く
終
戦
。
残
務
整
理
を

し
た
あ
と
、
よ
う
や
く
の
思
い
で
二
十
一
年
九
月
に
帰
国
し
た
。
と

こ
ろ
が
家
族
は
福
岡
市
で
戦
災
に
あ
い
、
や
む
な
く
古
巣
の
水
巻
町

に
帰
っ
て
日
炭
子
会
社
の
社
長
な
ど
を
し
て
い
た
が
、
い
つ
の
こ
ろ

か
別
府
亀
川
へ
移
住
し
て
、
四
十
七
年
春
、
日
炭
の
閉
山
を
追
う
よ

う
に
し
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。
享
年
八
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

な
お
晩
年
の
興
相
は
、
妻
子
と
も
別
れ
て
あ
ま
り
幸
せ
で
は
な
か

っ
た
。
か
え
り
み
る
に
興
相
は
、
運
命
の
糸
に
あ
や
つ
ら
れ
た
不
運

な
生
涯
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
日
炭
三
十
八
年
間
の
功
績
を
、
も
し

問
う
人
が
あ
れ
ば
、
な
に
を
お
い
て
も
彼
を
第
一
に
あ
げ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
二
島
砿
の
再
開
さ
れ
た
の
は
二
十
三
年
十
月
で
あ
る
。

断
層
渡
サ
も
成
功
し
て
高
松
二
砿
と
開
通
し
た
の
は
二
十
八
年
八
月

で
あ
っ
た
が
、
選
炭
工
場
な
ど
が
完
成
し
て
本
格
的
に
稼
動
し
た
の

は
、
三
十
三
年
十
一
月
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

（
文
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